
９月1日（火）２日（水）健康指導　けがの手当・すいみん  

 

　９月１日と２日に、養護教諭が健康指導を行いました。  

　低学年では、「けがの手当」について学習しました。９月９日の「救急の日」

にちなんで、学校で多いけがや、けがをしやすい場所について考えました。ま

た、すりきずやねんざ、鼻血が出たときの正しい手当について、クイズを交え

ながら楽しく学習しました。自分でできる手当を知るとともに、けがをしない

ように気を付けることの大切さについても考えることができました。  

　高学年では、「すいみん」について学習しました。睡眠中には、脳や体を休

ませる大切な働きがあることや、深い眠りと浅い眠りを繰り返していることを

学びました。また、十分な睡眠をとることで、体や脳が休まり、集中力や記憶

力にもつながることを知りました。自分の生活を振り返りながら、よりよい睡

眠について考える時間となりました。  

　今回の健康指導を通して、けがをしたときの正しい対応や、健康な生活を送

るための睡眠の大切さについて学ぶことができました。これからも、自分の体

と健康を大切にする気持ちを育てていきたいと思います。  
 

 
 
 
 

　  
 
 
 

　  
 
 


